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特定行為研修修了者の活動状況①

• 集中ケア認定看護師 A看護師

• 2017年 特定行為研修修了（6区分15行為）
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2021年度日本看護協会 認定看護師を対象としたキャリアップ研修会
奥山広也氏の許可を得てスライドを一部改変

区分 特定行為

呼吸器(気道確保に係るもの)関連 経口用気管チューブ又は経鼻用気管チューブの位置の調整

呼吸器(人工呼吸器に係るもの)関連
侵襲的陽圧換気の設定の変更・非侵襲的陽圧換気の設定の変更・人工呼吸管理
がなされている者に対する鎮静薬の投与量の調整・人工呼吸器からの離脱

栄養に係るカテーテル管理関連 末梢留置型中心静脈注射用カテーテルの挿入

動脈血液ガス分析関連 直接動脈 穿せん 刺法による採血・橈骨動脈ラインの確保

栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連
持続点滴中の高カロリー輸液の投与量の調整・脱水症状に対する輸液による補
正

循環動態に係る薬剤投与関連

持続点滴中のカテコラミンの投与量の調整・持続点滴中のナトリウム、カリウ
ム又はクロールの投与量の調整・持続点滴中の降圧剤の投与量の調整・持続点
滴中の糖質輸液又は電解質輸液の投与量の調整・持続点滴中の利尿剤の投与量
の調整



集中治療部での主な一日の流れ

8:00  集中治療部医師とともに病棟ラウンド

9:00  集中治療部カンファレンス

10:00  特定行為を活用した診療の補助

Aライン挿入、動脈血ガス採取、電解質補正など

11:30    病棟カンファレンス

ICU/CCU/HCUのいづれかに参加
12:30  休憩

14:30  病棟カンファレンス

ICU/CCU/HCUのいづれかに参加

15:00  特定行為を活用したリハビリテーション

侵襲的陽圧換気の調整、鎮静薬の調整など

リハビリスタッフと調整

16:30  集中治療部 回診に同行

2021年度日本看護協会 認定看護師を対象としたキャリアップ研修会
奥山広也氏の許可を得てスライドを一部改変
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特定行為研修修了者の活動状況②

• 糖尿病看護認定看護師 B看護師

• 2018年 特定行為研修修了（2区分3行為）
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2021年度日本看護協会 特定行為研修修了者フォローアップ研修会
山崎優介氏の許可を得てスライドを一部改変

区分 特定行為

栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連
持続点滴中の高カロリー輸液の投与量の調整
脱水症状に対する輸液による補正

血糖コントロールに係る薬剤投与関連 インスリンの投与量の調整



特定行為研修修了者の活動状況②

特定行為研修修了による看護実践の変化
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事例紹介
認知症発症した独居の糖尿病患者（Cさん）に入院中から介入

近所に住む息子にインスリン注射の介入を依頼、

訪問看護を導入し、退院後同行訪問を実施した。

→低血糖・高血糖昏睡を回避できた

タイムラグ タイムリー

本人の生活をその場で見ながら生活に合わせたインスリン調整ができる

2021年度日本看護協会 特定行為研修修了者フォローアップ研修会
山崎優介氏の許可を得てスライドを一部改変



• 研究期間 令和2年4月1日から令和4年5月31日

• 研究班

研究代表者 酒井 郁子 （千葉大学 教授）

研究分担者

・山本則子（東京大学 教授)

・山本武志（札幌医科大学 准教授)

・北川裕利（滋賀医科大学 教授)

・藤谷茂樹（地域医療振興協会 地域医療研究所)

研究協力者

・鈴木 靖子（地域医療振興協会 JADECOM-NP・NDC研修センター）

・中井 智子（滋賀医科大学医学部附属病院 看護師特定行為研修センター）

・山下祐貴（滋賀医科大学）

・佐伯 昌俊（千葉大学 助教）

・西宮岳（千葉大学 特命助教）

・小松 亮（千葉大学 博士後期課程）

・尾上望（千葉大学 特任研究員）
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特定行為研修修了看護師の複数配置に関する実態把
握および有効活用に影響する要因の調査

令和2年度,3年度厚生労働行政推進調査事業費補助金



特定行為研修修了者の組織的配置・活用ガイドの概要

概要

対象者

はじめに
第１章 総論
1. 特定行為研修修了看護師活用のための制度理解
1）特定行為研修制度
2）診療の補助と医師の指示
2. 特定行為研修修了看護師の配置・活用分類
3. 特定行為研修修了看護師配置・活用のプロセス

第２章 第一の障壁を乗り超えるために
1. 修了看護師の複数配置・活用を構想する
2. 特定行為研修修了看護師を育成する
3. 特定行為研修修了看護師を配置する

第３章 第二の障壁を乗り超えるために
1. 特定行為研修修了看護師を活用する
2. 修了看護師の活動を普及する
3. 特定行為研修修了看護師の活用を周知する

第４章 付録 Tool Kits
1. 第一の障壁を乗り超えるためのアクションリスト
2. 第二の障壁を乗り超えるためのアクションリスト
3. 周知のためのテンプレート

目次

複数の特定行為研修修了看護師（以下、修了看護師）を組
織内に配置し活用している医療施設が増加しつつある一方、修了
看護師の活動を期待しつつも育成配置に困難を抱える組織もある。
また修了看護師の人数が増えないため、修了看護師が期待通り
に能力発揮できない環境に置かれている組織がある。今後修了看
護師数は急激に増加することが見込まれるため、組織的に配置・
活用するための方策を共有することが必要である。
以上の背景から、修了看護師の複数配置・活用を実現するため
の効果的効率的な方策を「特定行為研修修了看護師の組織的
配置・活用ガイド」としてまとめた。

修了看護師の導入・普及に課題を感じる組織管理チーム、医師、
修了看護師、修了看護師の同僚

このガイドは、令和2年度から3年度厚生労働行政推進調査事
業費補助金「特定行為研修修了者の複数配置に関する実態
把握及び有効活用に影響する要因の調査（研究代表者：酒
井郁子）」の助成により、2年間の調査・研究の成果をもとに作
成された。詳しい調査結果については、厚生労働科学研究成果
データベースの報告書を参照のこと。

本ガイドの前提



特定行為研修修了者の配置活用モデルの概要

特定⾏為研修修了者の組織的配置活⽤の発展過程

特定⾏為研修修了者導⼊前 特定⾏為研修修了者導⼊後

周知

第1の障壁 第2の障壁

• 学習環境整備
• 育成計画策定
• 部署管理者・医師の役
割の明確化

• 受講者活動ビジョンの
明確化

育成

• 構想と⼀致した配置
• 配置⽅法決定
• 配置の周知
• 活⽤環境の整備

配置

• ⾃施設の使命に基づい
た構想づくり

• 活⽤ビジョンの策定
• 関係者の合意形成

構想

• 修了者マネジメント
• ⼿順書の実装評価
• 修了者実践能⼒の評価
• 導⼊効果評価

活⽤

• 実践範囲の拡⼤
• 特定⾏為実践マネジメ
ント

• 複数配置効果評価
• 修了者キャリアパス開
発

普及

周知

特定⾏為研修修了者の組織的配置・活⽤ガイドp . 8〜9



活動例：HCU、ICU、ERで各勤務帯に１人以上いるように配置し状況に応じて複
数の特定⾏為を活⽤し、患者マネジメントを⾏う

活動例：病棟で各勤務帯に⼀人以上いるように配置し、せん妄ケア、呼吸循環、
栄養、電解質バランスのマネジメントを⾏う。またドレーン管理を⾏う

活動例：病棟看護師全員が共通科目を受講することにより部署の臨床推論能⼒を
向上させる

特定⾏為研修修了者の複数配置に関する実態
把握及び有効活⽤に影響する要因の調査
（20IA2008）中間報告書、P9加筆2021

A B

C

Ver3 特定行為研修修了者の活用・配置の分類と例

横軸：配置

部署の患者マネジメントを⾃律的に実施し、部署の診療ケア管理に貢献する

メリット 医師の働き⽅改革に最も効果的

課題 医師の働き⽅に影響が出るまでに長期間かかる

活動例：褥瘡管理、栄養管理、感染管理などのチームに所属し、活動日を設ける
などで組織横断的に活動する

活動例：外来に所属し外来通院室、侵襲的検査室などで活動する

活動例：診療科に所属し、周術期管理、院内急変対応などを⾏う

限定された患者集団のマネジメントを⾃律的に実施する

メリット 看護管理者が活⽤しやすい

課題 医師の働き⽅改革に影響がでるまで時間がかかる

限定された医療処置を医師の指示により患者に適時適切に実施することにより適切なタイミングでのケア提供に貢献する

メリット 特定の診療科およびルーラルではタスクシフトに貢献

課題 医師と看護師の信頼関係がない場合実⽤化できない

活動例：病院からアウトリーチして医師とともに在宅療養
支援を⾏う（COVID19,緩和ケアなど）

活動例：⼿術室で麻酔管理補助、⼿術介助などを⾏う。

• 具体的指示による医⾏為実施
• 医師とともに活動

• 包括的指示による患者マネジメント
• 医師と離れて活動

部署
固定配置

組織横断型配置

縦
軸
：
活
⽤
ビ
ジ
ョ
ン
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Ver3 特定行為研修修了者の活用・配置の分類と例
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活動例：HCU、ICU、ERで各勤務帯に１人以上いるように配置し状況に応じて複
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支援を⾏う（COVID19,緩和ケアなど）

活動例：⼿術室で麻酔管理補助、⼿術介助などを⾏う。

• 具体的指示による医⾏為実施
• 医師とともに活動

• 包括的指示による患者マネジメント
• 医師と離れて活動

部署
固定配置

組織横断型配置

縦
軸
：
活
⽤
ビ
ジ
ョ
ン



特定行為研修修了者の組織的配置活用の発展過程
千葉大学大学院看護学研究院附属 専門職連携教育研究センター

令和2年度,3年度厚生労働行政推進調査事業費補助金
「特定行為研修修了者の複数配置に 関する実態把握及び有効活用に影響する要因の調査」

15

特定行為研修修了者をはじめて導入する
施設で、修了者を配置した後に乗り越え
るべき障壁

修了者を組織に導入した後、修了
者の複数配置が実現していない施
設でさらに乗り越えるべき障壁

千葉大学大学院看護学研究院ホームページ：特定行為研修修了看護師の組織的配置・活用ガイド
https://www.n.chiba-u.jp/iperc/research/files/completion_guide.pdf
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特定行為研修修了者の組織的配置活用の発展過程
千葉大学大学院看護学研究院附属 専門職連携教育研究センター

令和2年度,3年度厚生労働行政推進調査事業費補助金
「特定行為研修修了者の複数配置に 関する実態把握及び有効活用に影響する要因の調査」

16千葉大学大学院看護学研究院ホームページ：特定行為研修修了看護師の組織的配置・活用ガイド
https://www.n.chiba-u.jp/iperc/research/files/completion_guide.pdf

第二の障壁を乗り越えるために
修了者を活用する



特定行為研修修了者の組織的配置活用の発展過程
千葉大学大学院看護学研究院附属 専門職連携教育研究センター

令和2年度,3年度厚生労働行政推進調査事業費補助金
「特定行為研修修了者の複数配置に 関する実態把握及び有効活用に影響する要因の調査」

17千葉大学大学院看護学研究院ホームページ：特定行為研修修了看護師の組織的配置・活用ガイド
https://www.n.chiba-u.jp/iperc/research/files/completion_guide.pdf

第二の障壁を乗り越えるために
修了看護師活用を普及する



特定行為研修修了者の組織的配置活用の発展過程
千葉大学大学院看護学研究院附属 専門職連携教育研究センター

令和2年度,3年度厚生労働行政推進調査事業費補助金
「特定行為研修修了者の複数配置に 関する実態把握及び有効活用に影響する要因の調査」

18千葉大学大学院看護学研究院ホームページ：特定行為研修修了看護師の組織的配置・活用ガイド
https://www.n.chiba-u.jp/iperc/research/files/completion_guide.pdf

第二の障壁を乗り越えるために
修了看護師を周知する





②業務実施体制の整備

①役割や活用についての検討・共通認識の構築

◆本制度を活用する意義やニーズ、本研修を修了した看護師に期待する役割につい
ての 院内の共通認識の構築

◆患者に対しての周知 など

◆on the job training（OJT）を含む指導体制の構築・継続研修への参加に対す
る支援など
◆業務実施基準等の整備
◆手順書の作成（運用）および定期的な見直しのルール化
◆業務の実施状況についての定期的な共有・課題の抽出・対応策の検討 など

③医療安全管理体制の整備
◆特定行為の実施に係る医療安全管理体制を含めた院内の体制整備の再構築

・安全管理責任者の設置
・安全管理に関する定期的な会議の実施
・医療事故発生時等の対応に関する基準および院内報告制度等の整備 など

医療機関等で本制度を活用するための体制整備

20© 2024 Japanese Nursing Association 
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